
これからの滝沢市の産業振興

がんばる地元事業者を地元が応援する！支える！

その意識をもって産業振興を進めていく上でのルールとして
定めたものが「滝沢市産業振興条例」です。

滝沢市の産業振興を進めていく際の土台となる「滝沢市
産業振興条例」が令和３年４月１日に施行されました。

産業振興に関して皆様が感じられている
課題や提案等ございましたら、滝沢市
経済産業部までお寄せ下さい。

【担当】企業振興課
☎019‐656‐6536



市民の皆様の
生活の向上

誰もが幸福を
実感できる

地域社会の形成

持続可能で
活力ある

地域経済振興

・産業振興に関する
基本的な事項を定める

・地域を構成する各立場の
役割を明らかにする
（次ページの図を参照）

・市の特色を活かし、地域に
根差した産業基盤の育成に
つながる施策を推進

既存の市内事業者を守りながら、成長及び雇用機会の拡大が期待される
新規産業の誘致・創出も行っていきます！
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出典：H20 岩手県広域消費購買動向調査結果報告書

(1)(2)から、
地域を元気にするためには、地域が一体となって産業振興に取り組む必要があり、

そのためには、
市内事業者を地域社会全体で支えていくためのルールを作って
滝沢市の強みや特色を生かした、地域に根差した産業振興に取り組んでいくため、

滝沢市産業振興条例を制定しました！

１．産業振興にあたって、なぜ条例が必要なのか

後継者不足

少子高齢化

ＩｏＴなど技術革新

首都圏への若者流出

災害・感染症

市内店舗の減少

(1)滝沢市の事業者が抱える様々な課題（以下、一例）

(2)滝沢市の産業振興関連データ

２．滝沢市産業振興条例の概要と目的

滝沢市民が地元で購入する割合は約30%で
広域では下から２番目

事
業
者



４．産業振興に向けて、どのような取組をするのか

３．産業振興における各立場の役割

滝沢市産業振興条例に基づいて、地域の皆様とともに、市では次のような取組を行っていきます。これら

の取組によって、市の課題や理想形を明らかにして、市の最上位計画である「滝沢市総合計画」とリンク

させながら産業振興を進めます。

地域を構成する各立場が連携して、一つになって相乗的に産業振興に
取り組んでいきます！

・市民の皆様が地域事業
者に対する理解を深め、
利用につなげるための
取組

・地域事業者と意見交
換をする機会の創出

・産業振興に関する新規
事業の検討と実施

・商工業、農林業、観光
物産など各分野の個別
計画の検討

・産業振興に関する意見
聴取や相互評価を行う
産業振興会議の実施

産業支援団体
事業者と連携

します

市
地域の産業を
支援します

市民
地域の事業者を

使います

教育機関等
地域とともに
研究します

金融機関
事業者の経営を
支援します

事業者
地域に還元
します

・人材の確保・育成
・地域社会の維持及び
発展に寄与

・地域の事業者の役割の
重要性の理解

・地域の事業者の積極的
利用

・地域の事業者の役割の
重要性の理解

・次代を担う人材の育成、
共同研究

・事業者の経営基盤の強化、
取組支援

・事業者間連携の促進

・円滑な資金供給等を通じ、
事業者の経営改善および
向上を支援

・産業振興施策の推進
・市内における経済の
循環推進



５．滝沢市産業振興条例の構成と仕組み

【前文】
・条例制定時の背景やその趣旨、基本的な考えを強調。
・本市の特色を生かしながら地域を構成する各主体が共通認識を持って、産業振興に取り組んでいく姿勢を示している。

【第１条（目的）】
条例の目的を規定。

【第２条（定義）】
条例で使用する用語についての説明。

【第３条（基本理念）】
条例の基本となる考え方、目指すべき理想的(模範的)な状況についての考えを規定。

【第４条（市の責務）】
産業の振興を推進するために市が担っていくべき事項を
規定。

【第５条（事業者の役割）】
この条例で中心となる事業者が行うべき事項を規定。

【第６条（産業経済団体の役割）】
事業者を支援する団体が行うべき事項を規定。

【第７条（金融機関の役割）】
事業者を支援する金融機関が行うべき事項を規定。

【第８条（教育機関等の役割）】
事業者や産業経済団体、市民と連携する教育機関等
が行うべき事項を規定。

【第９条（市民の役割）】
事業者の顧客の立場および地域づくりの担い手としての
事業者のパートナーの立場として、行うべき事項を規定。

【第10条（産業振興施策の展開）】
市が策定、推進する産業振興に関する施策の展開に
ついて規定。

【第11条（基本的施策）】
産業振興に関する施策を滝沢市総合計画内に位置
付けるにあたっての基本的施策の単位及び取組方針に
ついて規定。

【第12条（財政上の措置）】
市が、産業の振興に関する施策の推進に必要な財政
措置を講ずるよう努めることを規定。

【第13条（産業振興会議の設置）
～第17条（会長への委任）】

産業振興会議について規定。

・産業振興についての意見聴取。
・各主体の役割をふまえ、施策の進捗状況
について相互評価。

第10条に基づき、産業振興施策の実施
状況を公表。

※青枠内は、各主体の責務や役割の規定

※赤枠内は、産業振興に向けて行うこと等の規定

※産業振興に向けた取組を市のHPに掲載しています。
右のQRコードの読取、もしくは「滝沢市 産業振興」で検索！


